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1. はじめに

トップメリットフロアブル（種類名：ピロキサス
ルホン・リニュロン水和剤）は、一年生イネ科雑草
および一年生広葉雑草に効果を示すだいず、とうも
ろこし、飼料用とうもろこし向けの畑作用土壌処理
剤です。日本曹達が公益社団法人日本植物調節剤研
究協会の委託試験を通じて開発し、2022 年 2 月 24
日に農薬登録を取得しました（登録番号　第 24618
号）。本剤の有効成分ピロキサスルホンの作用機構
は、植物の超長鎖脂肪酸合成酵素の阻害により雑草
の生育を停止、枯死に至らします。一方の有効成分
リニュロンは、尿素系の非ホルモン型移行性除草剤
で畑地一年生広葉雑草に対して強い殺草効果があり
ます。二つの有効成分により、幅広い一年生のイネ
科雑草・広葉雑草の発生を約 40 日間長期抑制する
ことが可能となりました。また、トップメリットフ
ロアブルは低薬量なので、環境にやさしく、乳剤と
比べ臭いも気にならないフロアブル製剤です。北海
道で親しまれているライラックの開花時期が、5 月
中旬から下旬とトップメリットの使用時期に合って
いることから、ライラックの花の紫をイメージして
製品ラベルをデザインしました。

2. 名称・有効成分・物理化学的性状

商品名：トップメリットフロアブル
試験名：NP-66 H フロアブル
物理化学的性状：淡褐色～褐色水和性粘稠懸濁液体
pH：7.2
粘度：456mPa・s（20℃）
密度：1.11（20℃）（g/cm3）
有効年限：4 年

規格：3ℓ× 6 本（北海道限定）

有効成分
ピロキサスルホン（pyroxasulfone）………………3.4%
構造式：

除草剤分類：15
融点：130.7℃
蒸気圧：2.4 × 10−6Pa（25℃）
水溶解度：3.49 × 103μg/ℓ（20℃）

リニュロン（linuron）…………………………… 24.0%
構造式：

除草剤分類：5
融点：93.2℃
蒸気圧：1.91 × 10−4Pa（25℃）
水溶解度：7.72 × 104μg/ℓ（25℃）

3. 安全性（製剤）

人畜毒性：普通物（毒劇物に該当しないものを指し
ていう通称）
急性毒性：‌�経口（LD50）ラット（雄）：＞2000㎎ /㎏
　　　　　‌�経皮（LD50）ラット（雄、雌）：＞ 2000

㎎ /㎏
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皮膚刺激性：刺激性なし（ウサギ）
眼刺激性：刺激性なし（ウサギ）
皮膚感作性：刺激性なし（モルモット）
水産動植物に対する影響
ピロキサスルホン（原体）

ニジマス（LD50）：＞ 2.2㎎ /ℓ（96hr）
オオミジンコ（EC50）：＞ 4.4㎎ /ℓ（48hr）
藻類（EC50）：＞ 0.00038㎎ /ℓ

リニュロン（原体）
オオミジンコ（EC50）：0.12㎎ /ℓ（48hr）

4. 作用機構（図1）

ピロキサスルホンは幼芽部や根部から吸収され
ワックス層（クチクラ）を構成する成分である超長
鎖脂肪酸の合成酵素を阻害し、雑草は発芽や生育が
抑制されることで植物の構造を維持することができ
なくなり枯死に至ります。

リニュロンは発芽を阻害することはなく、根部か
ら吸収されて葉に蓄積し、光合成反応系を阻害し、
発芽後徐々に枯死していきます。

この作用性の異なる 2 成分を混合することにより
相乗的な効果が発揮されます。

 
5. 殺草スペクトラム（表1）

両有効成分の作用によりイネ科雑草をはじめカヤ
ツリグサ科、多種類の広葉雑草に効果を示すことが
社内試験、委託試験で確認されています。  

6. 周辺作物薬害試験（ドリフト薬害）（表２）

トップメリットの散布薬液の飛散によって有用植
物に薬害を生じるおそれがありますので、散布の際
には隣接作物にかからないように注意してくださ

図1．作用機構

表1．‌�殺草スペクトラム

表 2．‌�周辺作物薬害試験



─ 54 ─

い。特に風の強い時の使用はさけてください。 

7. 後作物に対する影響

1）輪作体系の注意点（後作への影響）
トップメリットフロアブルを散布した圃場では、

当年または翌年の稲、大麦、ソルガムの栽培をさけ
てください。薬害を生じるおそれがあります（図 2）。

2）短期間での作付けの場合
短期間での作付け条件では、だいず以外の作物で

は薬害が見られるためさけてください。
表 3 はトップメリットフロアブル処理 16 日後に、

各種作物をは播種した場合の薬害です。
3）当年秋まき小麦の場合

倍量処理でも薬害は見られませんでした（表 4）。

4）翌年作の場合
翌年作のあずき、いんげんまめ、だいこんへの薬

害は見られませんでした（表 5）。

 
8. 土壌粒子と土壌処理剤の関係（図3）

トップメリットフロアブルは土壌処理除草剤です
ので、2 つの有効成分ピロキサスルホンとリニュロ
ンの土壌吸着が除草効果や薬害に影響を及ぼします。

土壌粒子が細かいほど土壌吸着が強い傾向があ
り、有効成分が雑草に吸収されにくくなるため殺草
効果は低い傾向にあります。

また、薬害は砂質土壌ほど生じやすい傾向にあり
ますので使用には注意してください。

9. 腐植含有量（土壌色）と効果薬害の関係（図4）

トップメリットフロアブルの有効成分は、腐植に
強く吸着されます。腐植含量が高い土壌（黒色）で
は、雑草に吸収されにくくなるため、トップメリッ
トフロアブルの登録薬量の高いほうを使用すること
をおすすめします。また、腐植含量が少ない土壌で
は、登録薬量の低～中の薬量の使用をおすすめしま
す。

図 2．輪作体系の注意点（後作への影響）

表 3．‌�後作物に対する影響試験：短期間での作付けの場合

表 4．‌�後作物に対する影響試験：当年秋まき小麦の場合

表 5．‌�後作物に対する影響試験：翌年作の場合
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10. 上手な使い方

トップメリットフロアブルの効果を最大限に発揮

図 3．土壌粒子と土壌処理剤の関係	 土壌粒子を模したイメージ

図 4．腐植含有量（土壌色）と効果薬害の関係

させるために、ご使用にあたっては以下の点に注意
してください。
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11. 委託試験成績（抜粋）

12. 適用雑草および使用方法

13. おわりに

トップメリットフロアブルは、各種の一年生雑草
に効果を示し、40 日間の残効性を持つ新規な薬剤

として開発いたしました。本剤は、委託試験によっ
てその性能も確認されております。今後は、地域の
指導機関と連携して普及を進めたいと考えておりま
す。

2023年 2月現在
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最後になりましたが、本剤の開発にご協力いただ
きました皆様に厚く御礼申し上げます。使用に際し
て引き続き変わらずのご指導を賜りますよう、お願
い申し上げます。

　製品情報はこちらから

https://www.nippon-soda.co.jp/nougyo/seihin/topmerit.html
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